
 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

  
      

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国読書週間始まります!! 

10/27㈫～11/9㈪ 

第２次大戦終戦２年後の 1947（昭和 22）年、まだ戦争の傷あとが

日本中のあちこちに残っているとき、 

「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と、出版

社・書店、図書館、新聞や放送のマスコミも一緒になって、第１回

「読書週間」が行われました。それから７０年以上が過ぎ、「読

書週間」は日本中に広がり、日本は世界のなかでも特に「本を読む国民

の国」となりました。人から見ると、静か。でも、読んでいる時の自分

は、どこかちがう世界へ旅をしている。そんなワクワクする読書体験を

してみませんか？ 

    天気が少し落ち着いてきましたね！ 

秋は、ゆっくりと本を読むのにぴったりの季節です。 

学校生活で忙しい日も、ほんの少しページをめくるだけで気分が変わります。 

この読書 SP 号では、話題で人気ある本・世界が広がる本・心が軽くなる本た

ちの紹介と、お得なニュースを集めました。ぜひ読んでくださいね～！ 

 

 

図書館だより 

「少年と犬」   馳 星周（はせ せいしゅう）  2020年直木賞受賞作品 

2011年の東日本大震災で大切な飼い主を亡くした一匹の犬、多聞（たもん）。多聞は、ひとりひとり、新しい主人に

も、そっとよりそいます。仙台から熊本までの長い旅をしながら……。飼い主ごとのお話になっているので、読みやすいのと、

多聞の旅へのなぞが深まります。いぬ好きな人にも、そうでない人にも、おすすめの一冊です。 

 

  

読書の秋！ちょっと特別な時間！

今年の標語は…「静かだけど、冒険中。」 

希望図書アンケート、もう少しだけ受け付けます!! 
 

11年ぶりの 5連休もありましたので、アンケート（①タブレットか②手書き）のしめきりを

10/２㈮までに延長します！ 11月の選書会に持って来てもらうようにしたいと思います。 

 

烏丸中学校 

図書館 

令和８年 

10月号 

読書の秋 SP 号 

 



  

   

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

特集：4 月～9 月貸出が多かった本！ 
 

かがみの孤城 

（辻村深月） 
 

★みなさんの中で、貸出回数が多かった本を紹介します。実際に手に取っ

て、選ぶ参考にしてくださいね！（並び順は、順位とはちがいます。） 

さみしい夜のページを

めくれ（古賀史健） 

 
 

芥川龍之介 

短編集 
 

どこかでちょっとずつ傷

ついているやさしいみん

なへ（ほうじ茶） 

 

現代語訳：日本書記

（福永武彦） 

 
 

謎の香りはパン屋から

１・２（土屋うさぎ） 

 
 

見てはいけない本

（中村まさみ） 

 
 

ブルーロック 

（吉岡 みつる） 

 
 

二人一組になってください。 

(木爾チレン） 

 
 

雨上がり、君が映す空はき

っと美しい（汐見夏衛） 

 
 

成瀬は都を駆け抜ける 

他「成瀬ｼﾘｰｽﾞ」（宮島未奈） 

 
 

か「」く「」し「」ご「」と「」 

（住野 よる） 

 
 

そして誰もいなくなった 

（アガサ・クリスティー） 

 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この秋に読むならこの本！

「夏 帆」 
 

絵本作家の夏帆という

女性が主人公の物語。

あることをきっかけに、彼

女は、母の化身のような

不思議な生物たちと出

会うことに…。 

「13歳からの地政学」 
 

高校生・中学生の兄妹

と「カイゾク」という男のお

しゃべりで、地政学（国

の“場所”による政治・争

いを考える学問）が楽し

くわかりやすく学べる！ 

「永遠の記憶」 

 

7月に亡くなった東野圭

吾さんの最後の作品。

天才学者ガリレオと呼ば

れる湯川が、今までで

最も忘れられない謎に、

直面する！ 

 

 

７月以降の新着図書 ＆ おすすめ本・マンガ！ 

「生き物の死にざま」 
 

すべては「命のバトン」

をつなぐために── 

ゾウ、サケ、セミ、カマキ

リ…一つ一つの命の[最

後の輝き]を描く。好き

な生き物から読める、

一話完結の本。 

「嫌われる勇気」 
 

まわりを気にしすぎてし

まう青年が、哲学者と

会話する。「他人の目よ

り“自分の人生”を大事

にしようと教えてくれる

本。気にしすぎる心が

少し軽くなる一冊。 

「昔話法廷」 
 

「やっつけた」は、よく考

えると、「殺してる」？、

「宝物を持ち帰る」は、

「盗み」？ 昔話はそれ

で良いのか？裁判員の

苦悩が続く。 

「（萌えすぎて）絶対

忘れない！妄想古文」 
 

伊勢物語から古今和

歌集まで、古文を「カッ

プリング≒関係性」で妄

想しながら読み解く本。

他と違う点がわかれば

楽しく学べて、忘れな

い！ 

「僕は鳥のことばがわ

かる」 

シジュウカラは、鳴き声

を使い分けて仲間と

“会話”している！ 

研究者の著者がその仕

組みを解き明かし、 

鳥にもことばと文法があ

ることを示した一冊。 

マンガの 

世界も 

いいね！ 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

ウ～ン！忙しいんだね！休けいも必要だけど、どこかに

スキマ時間はないかな？ 

 

そこで、読み続けられそうな「短編集」「ミステリー」 

「コワイ話」「映像化作品」などを選んで読んでみて

は？ 

 

 

 

 

 

 

 

全部読もうとしなくても

だいじょうぶ！ 

「ちょっとでも読書！！」 

本は好きだけ
ど、なんか時
間かかるし… 

Library News Column こぼれ記事  

前期委員会の皆さん、お疲れ様でした！ 
ありがとうございました。 

図書館の開館で、図書委員さんたちが頑張ってくれているよ

うに、全クラスの代表の前期各委員さんたちは、日々、頑張

ってくれていました！ 毎日も、大きな行事も、１つ１つの

準備と、1人 1人の協力で、出来上がっていくんですね～。 

10月で活動終了ですね。ありがとうございました！ 

読む時間
がとれな
い！ 

 夏休みにも最後まで読めなかった
しな…なんか、めんどうくさい 

そうか！ 夏は暑かったね～！ しんどかったね！ 

 

本は、最後まで読むと感動したり、作者の言いたいこととかがわかって良

かった～という面もあるけど、 

 

最後まで読みたい！と思える本って、大人でもなかなか出会えないよ。 

 

だから、途中でも、少しでも、その本の世界に入ってみ
て、感じる、想像するのが大切。 
 

図鑑や写真集、絵本、マンガなら、もっと飛び込んでくるものが見つかる

かも。まずは！ 

 

お風呂とかプールに入るみたいに、 

「とにかく一度ひたる」…それをいろいろ試していると、だんだ

んそれに慣れてくるし、自分に合う本もわかってくる。 

それでもう！「読む力」はついてるよ！ 
 
 

 

 

 

 


